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【目的】当研究室では、ヌクレオシド糖部 4’位酸素原子を硫黄原子で置換した 4’-
チオ RNAを用い、機能性人工核酸を志向した応用研究を行ってきた 1)。またごく
最近、4’-チオ RNAの 2’位水酸基をメトキシ基で置換した 2’-O-メチル-4’-チオRNA
が 4’-チオ RNAを凌ぐ優れた性質を備えることを明らかにしている 2)。そこで本研
究では、酸素原子、硫黄原子と同族元素であるセレン原子を 4’位に導入し、2’位水
酸基をメトキシ基で置換した 2’-O-メチル-4’-セレノリボヌクレオシドの合成、お
よびそれらを含む RNAの諸性質の解明を目的とした。
【方法・結果】Pummerer 反応により得られる 4’-セレノウリジン誘導体 13)から 3
工程で 2,2’-アンヒドロ-4’-セレノウリジン (2) を合成した。得られた 2をメタノー
ル中オルトギ酸トリメチルと触媒量の炭酸水素ナトリウム存在下、ホウ酸トリメ
チルと処理することで、目的とする 2’-O-メチル-4’-セレノウリジン (3) を 71%の
収率で得た。また 3 を常法に従い変換することで 2’-O-メチル-4’-セレノシチジン
(4) を得た。本発表では合成の詳細と共に 2’-O-メチル-4’-セレノリボヌクレオシド
を含む RNAの諸性質についても報告する。


